
　　　　

2025 年 3 月 1 日

9 時 30 分から 16 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念

・障害児、者の生命と人権を尊重し、人間愛に基づいた利用者中心の療育・福祉を提供します。
・障害児、者の個性と意志を尊重し、自立と社会活動参加への支援をします。
・県の医療・福祉の中核施設として、他の医療・福祉機関と連携をとり、障害児、者が個々のライフサイクルに合った、豊かで安全な生活を送るための支援をします。
・常に専門的知識と技術の向上に努め、医療・福祉の進歩に対応した質の高いサービスを提供します。

事業所名 あけぼの医療福祉センター　タムタム 作成日支援プログラム

砂・水・粘土・木片・紙など様々な素材に触れる機会を設けます。また、それらの素材を用いて制作活動を楽しめるよう工夫したり、色、形、質感などを感じて認知機能の発達を促しま
す。
年中行事を通して季節を感じられるようにします。

絵本、紙芝居を通して言葉に触れる機会を設け、ごっこ遊び等でコミュニケーションや情緒的な繋がりを体験できるようにします。
選択する場面を設け、ご本人の意思決定を支援していきます。

ご本人が安心して集団生活を送ることができるよう、気持ちに寄り添いながら集団活動を促していきます。
他児、職員、地域の方々等、徐々に人間関係の輪を広げながら、他者と関わる経験ができるような場面設定をします。
お当番活動を通して、役割意識を持ち、できたときの喜びや達成感を感じられるようにします。

支援方針

毎日の生活の積み重ねや、行事、季節に応じた活動など様々な体験を行い、豊かな心を育てます。また、リハビリテーションの内容を取り入れ、生活に必要な基本的な習慣や態度を身につ
けられるよう支援します。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

４月：入園式　８月：納涼祭　９月：運動会　１０月：親子遠足　１２月：クリスマス会　１月：新年お楽しみ会　３月：卒園式　など
園外活動（年４回）　市子育て支援センターとの交流（年３回）　地域の保育園との交流（年４回）　親子活動（年５回）

家族支援

・連絡帳、家庭訪問、面談などを通してご本人の状況を互いに確認します。
・日々の行事や年間行事、親子活動などを通じて、職員と保護者が一体となっ
て療育を行います。
・保護者交流会、学習会等を開催し、保護者の交流の機会や、療育や摂食等に
関する学びの場を提供します。

移行支援

・進学先との情報共有を行います。
・地域と繋がれるような機会を提供します。

地域支援・地域連携

・市子育て支援センターとの交流、地域の保育園との交流を行っています。
・児童発達支援事業所、相談支援事業所、各自治体と情報共有し、各種会議へ
の参加、研修会の実施等により連携しています。
・他施設職員のスキルアップ研修を受け入れています。

職員の質の向上
・新任職員研修、感染症予防研修、医療安全研修、権利擁護・虐待防止及
び身体拘束の適正化研修、防災訓練等

支　援　内　容

ご本人の健康状態や必要な医療的ケアを把握、記録し、継続的に観察していきます。
医療やリハビリテーションとの連携を図りながら療育活動を行います。
口腔機能に合わせた食形態で安全に配慮しながら摂食機能の向上を促すとともに、食に関する内容を療育活動に取り入れ、食への興味関心を豊かにします。

遊びを通して感覚機能に働きかけたり、トランポリン、ボール遊びなどの運動遊びを通して運動機能を養えるように働きかけます。
療法科から助言を受け、療育活動や個別活動の際に、姿勢の保持や手足の運動、ストレッチなどを実施します。
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人
支
援


